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種
彦
は
序
文
で「
天
保
三
年
春
、花
吹
雪
と
題
し
た
絵
双
紙
は
、こ
の
仙
客
亭
柏
琳
の
作
で
あ
る
。そ
の
頃

は
名
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、相
州
磯
部
と
地
名
を
記
し
て
お
い
た
が
、そ
の
草
紙
が
柏
琳
の
眼
に
ふ
れ
て
、

昨
年
名
を
知
ら
せ
て
来
た
。
こ
の
星
下
り
の
稿
本
は
、
文
政
十
一
年
六
月(

註:

柏
琳
三
十
一
歳)

に
成
っ
た

も
の
で
、
自
序
が
あ
る
の
で
掲
載
し
、
私
は
花
吹
雪
と
同
じ
作
者
で
あ
る
と
だ
け
記
し
て
お
く
」と
述
べ
て

い
る
。そ
の
通
り
な
ら
、稿
本
の
完
成
後
六
年
経
っ
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。　
　

　
そ
の
自
序
は
、「
…
私
も
相
州
の
片
田
舎
に
住
み
、朝
暮
れ
山
野
を
歩
き
回
っ
て
い
る
が
、四
季
の
楽
し
み

が
無
く
は
な
い
。
上
依
智
の
妙
傳
寺
の
尊
い
言
い
伝
え
を
書
き
連
ね
、
燈
下
に
筆
を
噛
み
な
が
ら
叙
述
し
て

い
る
」と
の
主
旨
で
あ
り
、副
題
に「
妙
傳
寺
利
生
物
語
」と
付
し
て
い
る
。

　
妙
傳
寺
は
厚
木
市
上
依
知
に
所
在
す
る
日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
。日
蓮
上
人
が
鎌
倉
か
ら
佐
渡
へ
流
さ
れ

る
途
次
こ
の
寺
に
止
宿
し
、そ
の
夜
上
人
が
祈
る
と
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
ち
な
が
ら
天
か
ら
大
き
な
星
が
境
内

の
梅
の
木
に
降
り
て
来
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
地
誌『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

に
も
伝
説
の
い
わ
れ
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
、「
其
夜
日
蓮
名
月
に
向
て
法
楽
を
な
せ
し
に
、堂
前
の
梅
樹
に
大

星
下
り
て
化
益
を
助
く
…
」な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
柏
琳
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
恋
物
語
や
家
伝
の
宝
物
探
し
、
善
人
悪
人
の
決
闘
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
生
彩
豊

か
な
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い
る
。
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　『
紫
房
紋
の
文
箱
』は
天
保
七
年（
一
八
三
六
）に
刊
行
さ
れ
た
。種
彦
の
校
合
、歌
川
貞
秀
の
挿
絵
で
あ
る
。

「
鶴
屋
板
、全
部
六
冊
　
松
竹
梅
合
巻
三
本
」と
い
う
刷
り
込
み
も
あ
る
。

　
物
語
は
、
芸
妓
を
め
ぐ
る
恋
の
さ
や
あ
て
、
八
百
屋
お
七
と
小
姓
吉
三
の
パ
ロ
デ
ィ
、
夢
に
現
れ
た
曽
我

兄
弟
と
鹿
嶋
踊
り
、
家
宝
の
銘
香
の
奪
い
合
い
、
登
場
人
物
の
意
外
な
正
体
と
旧
縁
な
ど
複
雑
な
プ
ロ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。

　
柏
琳
の
作
品
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
稿
は
少
な
く
な
い
。

　
昭
和
四
十
二
年（
一
九
六
七
）三
月
に
発
刊
さ
れ
た『
相
模
原
市
史
　
第
二
巻
』は
、
江
戸
時
代
の
相
模
原

の
文
化
に
関
す
る
記
述
の
中
で
、「
草
双
紙
の
作
者
に
磯
部
の
仙
客
亭
柏
琳
が
あ
る
。
…
柏
琳
の
作
品
名
は

『
増
補
続
青
本
年
表
』『
合
巻
外
題
集
』の
両
書
に
載
っ
て
い
て
、ど
ち
ら
も
内
容
は
同
じ
で
あ
る
」と
前
置
き

し
て
柏
琳
の
三
つ
の
作
品
名
と
校
合
者
・
絵
師
・
書
肆
・
出
版
年
を
紹
介
。さ
ら
に
、『
花
吹
雪
』の
二
年
後

に
発
刊
さ
れ
た
柏
琳
の『
星
下
梅
花
咲
』に
柳
亭
種
彦
が
付
し
た
序
文
の
中
の「
天
保
三
年
の
春
、花
吹
雪
と

題
せ
し
お
半
長
右
衛
門
の
絵
ぞ
う
し
を
著
し
し
は
、こ
の
仙
客
亭
柏
琳
の
作
な
り
。そ
の
頃
は
名
を
知
ら
ざ

り
し
か
ば
、
相
州
磯
部
と
地
名
を
記
し
お
き
た
り
し
が
、
彼
草
紙
柏
琳
の
眼
に
ふ
れ
て
、
去
年
名
を
い
ひ
お

こ
せ
り
…
」と
い
う
文
章
を
引
用
し
つ
つ
、「
柏
琳
は
種
彦
の
直
接
の
門
弟
で
は
な
く
、天
保
三
年（
一
八
三
二
）

最
初
の『
花
吹
雪
』の
出
版
の
時
は
、種
彦
は
柏
琳
の
名
前
も
知
ら
ず
、も
ち
ろ
ん
面
識
も
な
か
っ
た
の
で
あ
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